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１．はじめに
１－１　問題関心
　ネパールでは1951年にラナ家による専制政治が終わりを迎え、以降、立憲君主国として国際空港、
国立大学、道路の整備など、近代国家に向けた取り組みが推進されてきた。また、1990年、2006年
と大規模な民主化運動を経験し、2008年5月にはヒンドゥー教を国教とする君主国から世俗主義の共
和国へと移行した。これら一連の民主化プロセスと並行して市場経済が浸透し、特に首都カトマン
ズにおいて、近代的なライフスタイルへの移行がすすんでいる。それに伴い、カースト・システム
に象徴される伝統的な社会秩序に揺らぎがもたらされつつある。
　これまでネパールや南アジア地域に関する先行研究において、市場経済の浸透に伴うカースト・
システムの変容は、重要なテーマであり続けてきた。1970年代よりカトマンズ近郊のネワールの農
村を調査してきた石井は、「カースト・システムが整合的に機能している段階では、経済システムは
社会関係の中に埋め込まれており、その一部として機能しているのに対し、<個別化 >が進んだ段
■ 論  文 ■
二重に生きる
―カトマンズの「肉売りカースト」による市場とカーストの布置－
中　川　加奈子
（関西学院大学社会学研究科研究員）
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生きる様相が見られた。カースト・システムと市場経済システムとの間を接合し、市場経
済に一元化されないための選択肢を生活世界に蓄積させるための実践として、生業が新た
な役割を担い始めているのである。
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階では、経済システムは独自の市場システムとして、カースト・システムとは別の次元で、しかも
それを飲み込む方向で機能するようになっている」と指摘した（石井　1980：281）。さらに、石井
は、「たとえ変化の速度は緩慢で、部分的にカースト内『強化』と見られるような現象が起こるとし
ても、システム全体として崩壊の道筋をたどることは避けられない」（石井　1980：282）とし、市
場がカースト・システムを巻き込むような形で社会配置を再編し、いずれはカースト・システムの
崩壊にいたらしめるであろうとの見方を示している。
　一方で近年、市場経済がなし崩し的にカースト・システムを刷新するのではなく、逆に、カース
ト・システムが強調されたり、市場とカースト・システムが切り離されたりする現象が指摘される
ようになった。田辺は、植民地化時代のインドの地域社会における現金経済とカースト分業の二項
対立・分断状況について論じている (田辺　2010)。具体的に、田辺はインドのオリッサ州の村落地
域においては、生活世界の中に、大きい魚が小さい魚を食べてしまうという徹底した市場の競争原
理である「魚の論理（ソトの論理）」と、カースト分業にもとづいた「派閥の論理（ウチの論理）」
という二つの論理があり、人々はこれを使い分けていたことを指摘している。その中で、ソトから
くる行商人などの「よそもの」は魚の論理に基づいて騙してもよいが、ウチの仲間は派閥政治の利
権などを、山分けしあうべきであるとするなど、まったくソトとウチとの間で人々の対応の仕方が
異なる状況があったことを指摘している。そのうえで田辺は、これを「植民地主義により形成され
た二分法」であり、「社会の分断状況の現れ」であると見なしている。
　田辺が指摘した生活世界の二つの次元に関して、小田は、二つの次元が「まだら模様のように混
在」していることが、近代社会の特徴であるとしている（小田　2009）。具体的に小田は、生活世界
において対面的で小規模かつ直接的なコミュニケーションの累積により生成されている「真正な社
会」と、グローバル化によって世界市場に直結している社会である「非真正な社会」という二つの
次元1）があることを指摘した。この二つの次元は、まったく分断されたものとして相互に対立して
現象するのではなく、同一のメカニズムによって生成されることから、複雑に絡み合っている（松
田　2009）。
　本稿では、カースト・システムの中で実施されてきた伝統的生業が、市場との関係で変容する過
程を検討する。具体的には、2005年より断続的に実施している現地調査2）に基づいて、ネパールの
首都カトマンズでカーストに基づく役割として家畜の屠殺・解体・肉売りを請けおってきた「カド
ギ」3）を対象として、食肉市場が既存のカースト・システムを超えて拡大していく過程における、カ
ドギの生計の組み立て（生業）の変化を明らかにする。結論をやや先取りすると、カドギの生活世
界においても、中央が民衆を安定的に統治するために形成されてきた側面ももつカースト・システ
ムと、個々人の自由競争に基づいて形成されてきた市場経済システムという二つの次元が現象して
1）この概念について、小田は、レヴィ＝ストロースのことばである「３万の人間は、500人と同じやり方では一
つの世界を構成することはできない」という区別をもとにしている。「真正な社会」は、対面的なコミュニ
ケーションや関係性による小規模な社会であり、「非真正な社会」はメディアに介された間接的なコミュニ
ケーションによる大規模な社会であるとしている（小田　2009, 273）。
2）具体的な滞在期間は2005年8月～2006年10月、2007年3月～2010年2月、2010年7月～9月、2011年2月～3月であ
る。
3）ネワールのカーストであり、khad・gī、nāy、śāhī等を姓としているが、本稿では、対象カースト自身が総称と
して最も用いる機会が多い khad・gī（カドギ）で統一して論じる。
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おり、この二つの次元がまさに「まだら模様のように混在」する様相を見せている。では、この様
相はどのようにして形成されたのか、そして、人々は生活世界の二つの次元にどのように向き合っ
ているのだろうか。以下、本稿では、身分制度としての意味合いが強かったカースト・システムの
構造変化、およびその中での伝統的生業の変化の過程を検討することで、今日の生活世界の二元構
造の形成過程と、人々の対応のあり方を明らかにする。
１－２　分析視角－「カースト」と「生業」のズレ－
　上述の問題関心に沿って事例の検討に入る前に、本稿の分析視角について以下整理する。小田は
生活世界の中にある二つの次元がもたらす困難を乗り越えるための可能性として、「二重社会論」の
復権を提唱している（小田　2009）。圧倒的に強力な非真正な社会によって一方的に包摂された「真
正な社会」は、包摂されながらも、世界システムへの一元化を免れる実践を日常世界のなかから積
み上げていく。この二重性（真正性と非真正性）を生き抜くための技法として、小田は、「私的な自
己創造」と「公共的連帯」とを両立させながら接合することに可能性を見出そうとしている。この
接合の技法の具体的な例として、小田は、野元が指摘したアフリカの頼母子講における貨幣の意味
の読み替え（野元　2004）を例に挙げている。野元は、トンチンと呼ばれる頼母子講において、人々
は市場で獲得した「短期的な貨幣」を、講の仲間の間での奉仕や互助のために用いる「長期的な貨
幣」に変換していることを指摘しており、トンチンを接合点（市場交換と贈与交換の接合点）とし
て経済的利害と社会的利害の両立が可能となっていることを指摘している。
　一方で、近年、南アジアにおいて、市場経済がもたらした意図せざる結果として、カースト集団
が職業集団として、組合のような役割を果たしている場面がみられはじめている。たとえば、篠田
は、カースト・システムに基づいて清掃を担ってきた不可触民たちが、公務員としての雇用関係を
得るための圧力団体として、カーストを単位とした組合を形成していることを指摘している（篠田 
1995）。市場経済と伝統的なカースト・システムが交差する接合点として、カーストというカテゴ
リーが見いだされ、人々に利用される局面がみられ始めているのだ。
　しかしながら、カースト・システムが、オリエンタリズム的なまなざしや、国家により創られて
きた経緯があるものであることが、すでに指摘されている（関根　2010、小谷　1996）。カースト・
システムそれ自体が、中央からの統制を幾重にも内包している枠組みとなっているのである。では
カースト・システムそれ自体が内包している複雑な支配構造の中に、確かに息づいている人々の営
みに接近するにはどうすればよいのだろうか。この点に対して、松井の生業に関する次の見解が重
要な示唆を与えてくれる。
　人々が生きていくのに不可欠な物質的基盤をつくりあげ、ときには、経済的な価値をもつ商
品を産出する。その意味では、たしかに生業は生産する活動である。しかし、生産という側面
は、生業の一つの局面にすぎない。生業は、それに従う人たちにとって、社会関係を操作する
重要な焦点であり自分の生活信条や美意識、ライフスタイルなどの意図的な表現や無意識な表
出の源泉ともなり、ときには、それらは信仰や宗教とそれらがつくりあげる世界観にまでかか
わっている（松井　2011 ：4）。
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　生業は、確かに生産活動の一部ではあるが、生産活動を超えでるような活動、すなわち、自身の
信条、美意識を表現するための社会関係の操作という局面をも含みこんだ活動なのである。この観
点から、幾重にも支配構造を内包したカーストと生業とを区別し、生業から、カドギの人々による
市場とカーストの布置を捉えることで、中央からの生産活動の割り当てとしての側面ももつカース
ト・システムからは零れ落ちてしまう、人々の主体的な意味づけや解釈も、射程に入れることが可
能となるのではないだろうか。
　以上をふまえて、本稿の分析視角として、生業とカーストのズレや、生業がカーストを越えでて
いる場面などに注目しながら、カドギたちが、食肉市場の形成過程において、市場とカーストの社
会的布置を図る様相を捉えたい。本稿の構成として、最初に対象地であるカトマンズと、カドギの
社会的状況について若干の説明をくわえたのち、カーストの形成過程をまず概観する。つづいて、
ラナ専制前後等の歴史的転機における食肉産業の構造変化を検討したうえで、その変化が現在生活
世界にどのように表れているのかを検討する。そのうえで最後に、小田が論じている二重社会の接
合に向けて、生業から見えてくる可能性について論じる。
２．対象の概要
　首都カトマンズ市が位置するカトマンズ盆地（直径25km）4）には、バグマティ川などガンジス川の
支流が流れ、農耕に適した大地が広がっている。
　12世より先住民ネワールの王朝が築かれ、これは1768年のプリトビナラヤン・シャハによるネパー
ル「統一」まで続いた。19世紀中頃、ジャンガ・バハドゥール・ラナ宰相が、国王を傀儡として事
実上の専政体制を敷いた。1951年に、民主化運動が起き、ラナ家の専政が終焉を迎え、王政復古が
なされた。王政復古後、トリブヴァン・シャハ王のもと、立憲君主国として議会制民主主義に向け
た試みが始まった。この時期、大学や国際空港の設立、幹線道路の整備など、近代国家に向けた試
みが活発化している。他方で、議会制といえども実質的に国王の親政に近い状態が続き、このこと
に反発して1990年、2006年と大規模な民主化運動が生じた。2008年、ついに240年続いたシャハ王朝
は廃止され、現在、ネパールは共和国として体制の移行期にある。
表１　ネパールの政治に関する略年表
12世紀　　カトマンズ盆地におけるマッラ王朝の設立
14世紀　　スティティ・マッラによるカースト・コードの設置
1768年　　プリトビナラヤン・シャハによるネパール「統一」とシャハ王朝の設立
1854年　　ムルキアイン制定（ネパール初の国定カースト序列を記した法）
1951年　　ラナ専制の終焉と王政復古
1963年　　ムルキアインの改定
1990年　　第一次民主化運動
2006年　　第二次民主化運動
2008年　　王政廃止　共和国宣言
　1990年代後半のマオイスト武装蜂起以後、地方の治安が悪化したことを受け、多くの地方農村か
らの避難民が首都カトマンズに移住した。さらに、地方から職を求めてカトマンズを中心とした都
4）カトマンズ盆地の行政区分として、カトマンズ郡、ラリトプル郡、バクタプル郡を含んでいる。
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市部に移住するものも増えている5）。新規住民を飲み込みながら街の外延は急速に拡大しつつあり、
政府推計ではカトマンズ盆地の人口は200万人を突破している。他方で、旧市街地の住民の構成は、
ネワールが中心であり新規移住者との混住は進んでいない。
　ネパールの人口は約2643万人6）である。全人口に占めるネワール人口の割合は、2001年の国勢調
査では約5.48％である。カドギのカトマンズ盆地での人口は、12.5万人程度7）とされており、ネワー
ル社会では比較的人口の多いカーストである。カドギのコミュニティは、旧市街地の境界を示す市
壁に沿って設置された数箇所の門の内側に点在している8）。
　ネワールには、去勢していない雄の家畜（アヒル、鶏、羊、水牛、ヤギ）を、人生儀礼や年中儀
礼において神々に供犠する慣習がある。カドギは、寺院に常駐したり、儀礼に呼ばれたりして、人々
が神々に捧げるために連れてきた家畜の供犠を実践している。家畜のなかで、特に重視されている
のは水牛である。子どもの通過儀礼のときに水牛の頭が必要であり、父系親族により構成される葬
儀講である sanā gut・hiの共同宴会においても、水牛肉が欠かせない。マッラ王朝時代に国の守り神
とされたタレジュ女神に対しては、ネパールがヒンドゥー教を国教としなくなった現在においても、
水牛を中心とする家畜の供犠が継続的に実践されている。
３．カースト・システムの形成過程
３－１　スティティ・マッラ王によるカースト・コード
　ネワールは、本稿で対象とするカドギを含む複数のカーストにより構成されている。14世紀、マッ
ラ王朝のスティティ・マッラ王は、5人のヒンドゥー教司祭を顧問として、ヒンドゥー教の教義に
従って、当時カトマンズ盆地内に住んでいる人々を36カースト（ジャート）9）に分類する規定を定め
た。さらにカーストそれぞれに、服飾、食事、住居等の生活様式に関する規制も設けた。ここには
各カーストが関わる職業を定着化して社会秩序の維持を図るという意図がこめられている。スティ
ティ・マッラ王によりカドギは Kasāī（屠殺人）という職種を割り当てられ、袖付きの服をきてはい
けない、瓦のついた家に住んではいけない、自身よりも高いカーストに対して適切な敬意を払わな
ければいけない等の制限が課された。
　スティティ・マッラの定めた規定は、後述のムルキアインが1854年に制定されるまで、一定の影
響を持っていたとされる（Gellner 1995）。Gellnerは、スティティ・マッラの規定以後からムルキア
インまでのカースト・システムを検討する際の重要な歴史的資料として、シャハ王朝設立以後から
19世紀中ごろまでのどこかの時期に記述された記録書である Bhās・ā Vam・ śāvalīをあげている。Bhās・ā 
5）ネパール中央統計局の人口統計によると、全人口に占める都市人口の割合は、1971年4％、1981年6.4％、1991
年9.2％、2001年14.2％、2006年16.7％となっており、都市への人口集中傾向が急速に進んでいる。
6）出典は、2006/2007年度の政府中央統計局推計。
7）ネワールの文化保全活動等を展開している団体である Newā Deyā Dabuが2008年に編纂したネワール社会の
概説本である newā samājでは、カドギの人口はカトマンズ盆地に12.5万人、盆地外に5万人程度と推計してい
る。尚、国勢調査では、ネワールとして集計されており、カドギ・カースト単位での公式な人口統計はない。
8）カトマンズ旧市街地区に9箇所、ラリトプル旧市街地区に11箇所、バクタプルの旧市街地区に11箇所の、カド
ギの集住地がある。近郊の各農村にもカドギのコミュニティが数か所ずつある。尚、近年は新興住宅地に移
住するカドギも多い。
9）これはバーシャ譜の記載によるもので、ライト譜では64種姓とされている（佐伯　2003，321、350）。
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Vam・ śāvalīによると、カドギたちが請け負っていた仕事とその報償に関する取り決めは、以下のよう
に記述されている。
　太鼓を演奏する Kasāīはそれぞれ 3dāmの支払いを受け、satīで演奏する場合は、一人当たり
1ルピーを追加で与えられるべきである。人々の儀礼において彼らが屠殺をする際には、1パイ
サの支払いを受けたあと、ただちに水牛の屠殺を実行しなければならない。河岸でティカを受
けた水牛は屠殺してはいけない。肉は、高貴な人（bhala ādmi）には売ってはいけない。野外で
人々のために水牛を屠殺する場合は、王に対して1ルピーの税金を（人々が）支払うまでは屠殺
を実行してはいけない。肉を売るために水牛を屠殺する場合は、国王への税金は2倍になる。
人々が、猪を殺した場合は、頭は王に捧げられなければならず、屠夫は税金として1ルピー8ア
ナを支払わなければならない。屠夫は、人々のために肉をきらなければならない。彼らは、ミ
ルクやヨーグルトを自身よりも高い他のカーストに売ってはならず、バターをあげてもいけな
い（Gellner 1995:268-9; Lamshal 1966:45-6）。
３－２　ラナ専政とムルキアインの制定
　国王を傀儡とし、専制を確立したジャンガ・バハドゥール・ラナは、1854年、ネパール初の国定
カースト序列を記したムルキアイン（Muluki Ain）を制定した。ジャンガ・バハドゥール・ラナの
統治期間は31年にわたるが、その間、彼はイギリス旅行を繰り返し、近代文明に接して社会、政治
をつぶさに観察し、この経験を生かして東西の大道路の建設などの事業も実施した（佐伯　2003）。
近代文明への接触経験を反映してか、ムルキアインでは迷信や悪習を払拭する努力もされており、
子どもをもつ寡婦の殉死を禁止するなど人権への配慮も確認できる。
　一方で、ラナ一族は特権階級としてこれに拘束されないなど、ムルキアインは同時にカースト序
列の定着と囲い込みを狙う内容も伴っている。Höferは、ムルキアインが、ネパールのすべての民
族、カーストを、Ⅰ聖紐の使用者、Ⅱ奴隷化することができないがアルコールを飲むもの、Ⅲ奴隷
化することができアルコールを飲むもの、Ⅳ不浄であるが「可触」、Ⅴ不可触、の5つに分類したこ
とを指摘した（Höfer 1979）。独自のカースト体系を有していたネワールも、ヒンドゥーの四姓制度
を前提として作られた体制の中に組み入れられた。カドギ・カーストは、「屠夫、ミルク売り」とし
てⅣに位置づけられ、上位カーストが水を受け取れない「不浄」カーストとされた。Bhāşā 
Vam・ śāvalīでは禁じられているとされたミルク売りが、ムルキアインではカドギのカースト役割とさ
れているのである。
　さらに、ムルキアインは従来ヒンドゥー教徒ではない民族、外国人をも、カーストのヒエラルヒー
の中に位置づけており、ムスリムや欧米人はⅣのカーストに、チベット系民族（タマン、シェルパ、
その他チベット系民族）及びライ・リンブーはⅢのカーストに、それぞれ位置づけられている。
３－３　カースト分業としての屠殺とミルク売り
　Bhās・ā Vam・ śāvalīおよびムルキアインから、カドギは、主に供犠や食用に人々に依頼され、報償を
受け取って水牛の屠殺解体をしていた様相が確認できる。ラナ体制下の家畜の屠殺と肉売りについ
97
二重に生きる
て、現在92歳の男性である Rさんに聞き取りを行った10）。Rさんは、1951年のラナ専制が終わるま
で、自宅があるラリトプル市のタパヒティで水牛の肉を売っていた。Rさんは、肉売りという商慣
行は、150年前に、ジャンガ・バハドゥール・ラナが、「ラナ自身が肉を食べるために」持ち込んだ
のだという説を主張している。
肉屋の仕事は、ラナたちが150年前に持ってきたもので、後からカドギにさせたものだと思う。
マハパールという場所を知っているかい？そこに、昔は二つ並んでヤギ肉を売っている店があっ
た。今から、15年から20年前まではあったと思う。
ひとつはタパヒティのカドギがやっていた。
ひとつは、パナウティからきたシェレスタがやっていた。80年前から、そこでシェレスタがヤ
ギ肉を売っていた。
ネワールは、多くの場合水牛を食べるけど、ヤギ肉を食べることはそんなになかった。
ヤギ肉を多くたべるラナたちが命じて、シェレスタたちに売らせていたんだ。
店を閉めたのは、ここ20年ほどの前の話だから、シェレスタたちは50年以上肉をうっていたこ
とになる。パタンの人はみんな知っているよ。
ラナ政権が終わる（ビクラム暦）2007年（著者注：西暦1951年）直前の20年間は、カドギがヤ
ギ肉を売ることは禁じられていたんだ。カドギが肉屋だといわれているけど、ヤギの肉売りを
禁じられていた時期もあるんだ。
　水牛の屠殺解体は、スティティ・マッラ王がカースト・システムを規定した14世紀頃には、カド
ギに割り当てられている。他方で、Rさんは、屠殺解体だけでなく肉売りという仕事をも、カドギ
というカーストに割り当てられるようになったことの背景には中央から命じられた部分があるので
はないかと語っている。その例として、もともとネワール社会ではあまり食べる習慣がなかったヤ
ギの肉を、もともとヤギ肉をよく食べる習慣をもっていたラナが、シェレスタというネワールのほ
かのカーストに売らせていたことをあげている。Rさんは、この事例に見られるような力関係が、
水牛肉の肉売りとカドギが結びつけられたことの背景にあったのではないかと推測している。
　Rさんが水牛肉の肉売りをしていた1930－50年頃には、タパヒティでは水牛の屠場が2か所ほど
あった。そこで、一日5頭程度を屠殺解体して、それぞれカドギ・カーストの肉売りの人々に渡して
いた。当時は、今でいう店の形態をとっているところはなく、代わりにレンガを敷いてそこで肉を
売っていたという。Rさんは、ラナ時代がおわったときに、水牛の肉売りの仕事をやめ石鹸の工場
をはじめ、あとで見るように大成功をおさめる。
　つぎはミルク売りについて見ておこう。西暦1992年ごろまで、ミルク売りをしていた女性の Laさ
んは、当時のミルク売りの状況について次のように語っている11）。
10）2011年3月聞き取り。なお、本稿で記述する「現在」は、調査時時点での現在とする。
11）41歳女性。2010年8月聞き取り。
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　自分たちの家は、水牛を3、4頭チバケル（注：ビシュヌマティ川の河川敷）で飼っていた。
ビクラム暦2010年（西暦1953年）ごろより、父親がミルクを絞って、そのミルクを母と娘たち
で売りに行っていた。母は、大きな入れ物にいれて市に持っていった。
　自分は姉たちと、一軒ずつに配る分だけをいれる入れ物をいくつも抱えて、ナラデビやチカ
ムガルの顧客のところに売りに行っていた。各家で、それぞれ自分の家でミルクを入れる器を
用意して待っていて、それに移して戻ってくる。空になった入れ物は、お湯で洗って夕方に備
えていた。また、夕方に草を刈りにも出ていた。
　自分が子どものときは、ミルク1マナ2ルピーで売っていた。朝夕2回配達していて、2回配達
を頼んでいる人の家には120ルピー、1回だけの人の家には60ルピーを、姉妹でそれぞれ配達し
ていっている家に、受け取りにいっていた。自分たちは、子どもが生まれたあとのチャクー（お
清め）をするための儀式のときに、水牛の牛乳を煮詰めて分離させた脂肪分でロティ12）を作っ
て、顧客のところに持っていった。これは、いつも買ってくれるから御礼のサービスとして。
顧客は、お礼に塩や米をくれていた。
　2049年（西暦1992年）ごろに、ミルクの商売をやめた。家が多くなって、水牛たちの餌にな
る草をとるのが難しくなったから。ネパールに、デイリー（パック入りミルク）が入ってきた
のは、30年ほど前。デイリーがきても、そんなに困らなかった。デイリーはフレッシュじゃな
いしいろいろなものが混じっているといって、朝一番に絞ったミルクにこだわっている人がま
だたくさんいたから。
　ミルク売りが、ムルキアインによりカドギの仕事になったのか、ムルキアイン以前よりカドギが
ミルク売りをしていたのかを、資料にもとづいて論じることは困難である。しかしながら、1992年
ごろまで、カドギの女性たちが、他カーストの家々に水牛のミルクを売り歩いていた様相は、Laさ
んの語りからたどることができる。Laさんの家では、男性たちが草刈りをして水牛の餌を準備しミ
ルクを絞り、女性たちがミルクを売り歩くという役割分担を行っていた。上位カーストも含む他カー
ストの家々との間に、対面的な売り手／買い手関係を築いており、時には、「サービスとして」儀礼
につかうロティをプレゼントするなど、取引相手というよりは友人同士のようなやり取りもなされ
ていた。1990年ごろより、小売店や市で販売されるパック入りミルクが広く流通するようになるが、
これに切り替えず、対面販売にこだわる顧客も多かったという。ミルク売りの慣習がなくなっていっ
た直接的な原因は、パック入りミルクに取って代わられたというよりは、牧草地が宅地化されたこ
とにより水牛の餌である牧草が不足するようになり、カトマンズで水牛を飼うことが難しくなった
ことによる。
12）一般的なロティは、水でこねた小麦粉を薄い円板状に整えて鉄板上で焼いたもの。ここでは、小麦粉の代わ
りにミルクを煮詰めたあとの脂肪分を用いている。
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４．市場経済の浸透
４－１　インドからの輸入体制の整備
　ここでは、水牛仲買商の元締めをしているカトマンズ在住の Loさん13）への聞き取り調査をもと
に、従来は近隣農民やカドギ自身が飼っていた水牛のなかから工面していた供犠・食用の水牛が、
はじめてインドから輸入されるようになった経緯を通して水牛の市場化の端緒を明らかにする。
　Loさんの祖父は、西暦1900年頃にインドから水牛の輸入を始めた。具体的な方法として、インド
のウッタル・プラデーシュ州（以下 UP州）で水牛の仲買をしているムスリムに電話をかけ、どれ
くらいの大きさの水牛が何頭必要であるという注文を出す。注文を受けて、ムスリムの仲買人が UP
州の農村を回って集めた水牛を、徒歩で4、5日かけて運び屋が連れてくるという。運び屋は、最初
の2日分はインドから来るムスリムが、カトマンズに着く前の2日分はタマン族等の近隣に住む民族
が請けおっていた。当時、電話を引いている家は少なく、Loさんの祖父も電話を持っていなかっ
た。そのため、注文を出す際には、政府機関である中央電信局に行って電話をかけていた。仲買の
仕事を円滑にするため、1920年代にはカドギ・カーストで初めて家に電話線を引いた。当時は、ほ
かに仲介をしている人はいなかった。よって、Loさん一族が元締めをしている水牛を定期市に連れ
てきて他のカドギが購入する、もしくは、個々のカドギが直接インド国境まで歩いて買付にいくと
いう方法がとられていた。Loさん一家による水牛のインドからの輸入事業は大いに成功し、ビクラ
ム暦1990年（西暦1933年）には、政府が始めた税関での高額納税者リストの中で、Loさんの祖父は
トップ32に入り表彰されたという。当時は、水牛の需要はそれほど多くなく、水牛の仲介や屠殺解
体は1週間で1頭で事足りるぐらいだった。当時は人口も少なく、肉を日常的に食べる習慣がまだあ
まりなかったのである。食べるのは、家畜の供犠が実施されるダサイン14）のとき等、まつりなどの
特別な機会が主であった。
　西暦1910年頃、Loさんの祖父は、グティサンスタン15）から、カトマンズのタレジュ女神に供犠す
るための水牛のプロバイダーの契約を結び、この契約はその後50年程度継続された。ヒンドゥー教
が国教でなくなった2011年現在においても、グティサンスタンが供犠用の家畜を買い上げる慣習が
続いている。その後、電話が普及したことと、幹線道路の整備により1980年代ごろよりトラックで
の水牛の運搬が主流となったことにより、仲買に参入する人々が急増した。現在、Loさん同様に仲
買の元締めをしている業者は100軒程度ある。
４－２　カースト間流通網の形成
　ラナ政権崩壊後、徐々に議会制民主主義へ移行が進み、1963年にはムルキアインが廃止され、よ
り民主的なものに改定された。1967年には、ネパール人の人類学者である Bistaが、ネパールを「多
様なカースト・民族による花園」として描いた『People of Nepal』が出版された（Bista 1967）。この
ころより、以前は中央による統治システムとしての色合いが強かったカースト・システムの縛りは、
13）67歳男性。聞き取りは、2011年3月に実施。
14）ドゥルガーの化身とされるタレジュ女神に、水牛の供犠が必要である。
15）儀礼組織を取りまとめるための地方政府機関である。
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緩みや綻びを見せ始めた。
　1990年の民主化をもっとも大きな転機として、市場経済が日常的な生活世界の中に浸透し始めた。
これに呼びこまれる形で、欧米風のライフスタイルが流入した。こうして、カトマンズ盆地におけ
る肉の需要が飛躍的に増えてきている（表2）。
表２：　国内食肉生産量の推移　（単位 MT）
1990 1996 2000 2004 2008
水牛 95,312 113,482 124,848 138,953 156,627
羊 3,029 2,900 2,856 2,744 2,711
ヤギ 29,372 34,550 37,769 41,698 48,472
豚 10,242 12,374 15,239 15,724 16,992
鶏 9,138 10,671 13,259 15,461 16,662
アヒル 254 290 287 237 226
計 147,347 174,267 194,258 214,817 241,690
ネパール家畜統計各年版（ネパール農業協同組合省）より筆者作成
　2010年の公式統計によると、1日当たり、カトマンズ盆地の主要な玄関口となっているタンコット
経由でカトマンズ市場に流通してくる家畜の数は、水牛270頭、ヤギ650頭、鶏6300羽が流通してい
るという。政府当局は、これ以外の経路や、非公式なルート
で流通している数も多いことから、実態は、水牛は1日あた
り、800－900頭前後がカトマンズに入っていると見込んでい
る。表3は、カトマンズ市役所の調査による肉屋店主の民族・
カーストの内訳である。これによると、カトマンズ市役所が
確認できた肉屋の758件のうち、カドギが店主をしているのは
526件であった。現状では、カドギが最多数を占めているが、
ムスリムや、ヒンドゥー高カーストでありカースト・システ
ムでは菜食主義とみなされているバウンが店主をしている店
も14件あることも確認されている。
　カトマンズ盆地内における水牛の定期市は1930年ごろ、ヤ
ギの定期市は1980年ごろにそれぞれ設立されており、定期市
で売買された水牛・ヤギが、カトマンズの食肉市場に流通し
ている16）。ヤギの定期市は、カトマンズ盆地内に3箇所設置さ
れており、このうち最大の市である「カランキカシバザール」
では、市を利用するヤギ肉の小売業者組合を西暦1996年に設
立した。現会長であり、設立時のメンバーである Gさんによ
ると、政府との交渉の窓口として組合を作ったという17）。2006
年の民主化運動の前まで、ヒンドゥー教の教義では殺生をし
16）鶏は、近隣農村で飼育されたブロイラーが、豚も近隣農村で飼育された黒豚・白豚・猪豚が、カトマンズ市
場に流通している。
17）2010年8月聞き取り。
表３：カトマンズ市内の肉屋店主の
カースト内訳
民族・カースト・集団名 人数
ネワール
カドギ　　 526
カドギ以外 　49
ムスリム 　76
チェットリ 　36
バウン 　14
マデシ 　9
ラマ 　9
タマン 　9
グルン 　8
ライ 　6
マガル 　4
ダリット 　3
リンブー 　1
不明 　8
総計 758
カトマンズ市役所公衆衛生社会福祉局の
内部調査資料（2010年）を元に筆者作成
101
二重に生きる
てはいけないとされるエカダシ18）、アウンシ19）に肉売りをしていると、警察に捕まえられた。とこ
ろが、月によっては2日続けてエカダシがある場合があるが、その日得た収入で生計を立てる人々が
多く、2日連続で店を閉めると、たちまち食べるための金に困ってしまう。そのために、警察から妨
害されないように、「肉屋休店」「肉屋開店」と記入した組合公式のカレンダーを作った。このカレ
ンダーを、組合メンバーに配布し、店頭に貼って、警察が妨害してきたらこのカレンダーを見せる
ようにメンバーに伝えたという。このようにして、ヒンドゥー教規範に伴う規制から、営業活動を
守ってきたのである。民主化運動後、ネパールがヒンドゥー教を国教とする国から世俗主義の国と
なってから、ヒンドゥー教の慣習に伴う、エカダシ・アウンシの際の営業への警察の妨害はなくなっ
た。そして、組合のカレンダーからも、「肉屋開店」「肉屋休店」の記述はなくなった。Gさんは、
次のように語っている。
民主化運動のあと、カドギ以外の肉屋が増えた。
今は、バウンやチェットリなど、肉は汚いといっていた人たちが肉売りを始めている。
このことについて、僕たちは自分で、「カトマンズ中が、Kasāīになった」といって笑ってるん
だ。民主化運動で変わったのは、エカダシ、アウンシのときの営業に対する取締りがゆるくなっ
たことだけだよ。今はヤギ肉屋だけで、1200から1500軒程度の店がある。
今は、シェレスタたちがヤギ肉を売っている。鶏肉を売るものにはバウンもいる。
バネショールで肉を売っているのは、全部バウンだ。
民主主義がきたのはバウンのところだけだ。
今、（屠場で）肉を切ってるのはチェットリが多い。彼らは、屠夫として、水牛をきる。それで
方法を学んで、いずれは自分で屠場と店を開くんだよ。
　ラナ専制時、上からの統制により、カドギたちは肉売りに押し込められてきた。民主主義が進み、
この統制の力は弱まり緩んでいる。さらに、王政廃止に伴い、ヒンドゥー教に基づく営業規制がな
くなった。上からの統制や規制が緩んだ状況の中で、市場経済の浸透が進み、これまでのカースト・
システムを超えて、カドギ以外のカーストが、肉売りに商機を見出し参入しつつある。食肉市場は、
新規参入者の増加により、競争の激化が進んでいる。こうして、肉売りという生業は、従来は中央
からの統治や規定をうける形で営まれていた状況から、個々人による市場取引の中で営まれる状況
に移行しつつある。
18）白分と黒分の11日目であり、通常月2回ある。この日、敬虔なヒンドゥー教徒は断食や菜食をし、殺生をし
てはいけないとされている。
19）新月の日である。
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５．生活世界の二重性
５－１　カースト・システムの踏襲と肉売り
　ネパール政府当局は、カトマンズ盆地内において、100箇所程度の屠場あると見立てている20）。ヤ
ギ、鶏、豚は、店頭で屠殺解体されることが多いが、大型家畜である水牛は屠場で解体されている。
ヤギ、鶏、豚の肉売りは、カドギ以外のカーストの新規参入が進んでいるが、屠場の運営はほぼカ
ドギが実施しており、水牛の肉売りにもカドギが多い。
　屠場は、家単位か、地縁組織であるトゥワ（twāh・）
21）を単位として共同経営されていることが多い。
路地裏や河原、家の裏をトタンで囲った空間が、屠場となっている。
　以下、水牛の肉売りの典型的な生活パターンを時間軸に沿って記述する。早朝2時ごろに起床し、
屠場で水牛の屠殺解体を実施する。6時には解体作業を終え、その日に売るだけの肉をトゥワのメン
バーで手分けして売りに出る。肉屋は、7時ごろに開店するところが多い。冷蔵庫が整備されていな
い肉屋が多いことから、その日売る分だけを屠殺解体するのである。朝食の買い出しに来る客が引
ける11時ごろ、いったん店を閉めて家に戻り仮眠をとる。そして、夕食の買い出しに来る客が訪れ
る15時ごろに再び店をあけ、20時ごろ、もしくは肉が売り切れるまで店番を続ける。その後、家に
戻って夕食をとり就寝する。
　このような生活パターンで、家族や親族を単位として、水牛肉の販売という生業が営まれている。
具体的な統計はないものの、カドギのトゥワにはそれぞれ数か所ずつ屠場が設置されており、水牛
の屠殺解体と肉の販売は、現在でもカドギたちの主要な生業となっている。
５－２　教育への投資と脱肉売り志向
　民主化と市場経済システムの浸透により、従来のカースト・システムに規定された仕事以外に着
手しやすい状況が生まれた。3－3で紹介した Rさんは、1951年のラナ専制終焉を機に、肉売りをや
め、石鹸工場を作った。結果、石鹸工場は大当たりする。Rさんは、そこで得た資産を、子どもた
ちの教育に充てている。息子は、中国に留学して医学を学んだあと、ネパールで医者になり、胆石
と前立腺異常の内視鏡手術の専門家として活躍している。医療キャンプでの活動が認められ、全国
紙に息子の活躍が報じられた。このことを大変誇りに思った親族たちは、その後、車の正面の窓ガ
ラスにその記事を貼り付けている。少しでも多くの人が、「カドギが立派な仕事を成し遂げた」こと
を知ってもらうためなのだという。
　Rさんの義弟にあたる Raラトナさんは、曽祖父・祖父・父親と3代続けて調理師をしていた家に
生まれた。Raさんは次のように語る22）。
曽祖父はゴルカ兵になったことがあると聞いている。祖父の代のときに英国大使のコックになっ
た。難しいトレーニングをうけて、ちゃんとした洋食をつくっていた。
20）2010年8月、ネパール農業組合省家畜公衆衛生局での聞き取り。
21）カドギのトゥワは、カドギのみの父系親族で構成されていることが多い。
22）80代男性。2011年3月聞き取り。
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父親は、アメリカ大使館開設当初（1955年）、大使館のコックになった。当時、父親はラナの家
のコックにも料理を教えに行っていた。
（中略）自分は、父親から勉強をがんばるようにいわれた。カドギで初めて SLC23）をパスし、
ＩＡをパスし、ＢＡを英語と政治学でパスした。そうすると、INGOが採用をしてくれた。ネ
ワールのトゥーロ（大きい）ジャートが、事務所にいって、彼はサーノ（小さい）ジャートだ
から採用するなといった。だけど、それと関係なく、自分を採用してくれた。INGOでは30年
間勤めた。1971年には、アメリカにいった。最初は、クラークからはいって、最終的には、ア
ドミニストレーティブオフィサーまで、一番上まで、上り詰めたんだ。」
　Raさんは、祖父、父と、二代続けて公邸料理人を務めた家に生まれ、食肉に関する仕事には従事
してこなかった。ラトナさんの親族には、1980年代まで原っぱが広がっていたレインチョールにお
いて、ミルク用の水牛を飼っている人々が多かったという。Raさんが子供のころ、同じトゥワでは
半分くらいのカドギが肉売りに従事していた。他にもロキシー24）を作って売っているものもいた。
当時、酒の売買は禁じられていたが、安いからとほかのカーストの人々が買いにきていたという。
　ラナ専制下において、カドギがレストランを開いたり、酒を売ったりした場合、警察に捕らえら
れた。そのような状況下で、Raさんの父親は、調理師としての腕を認められてアメリカ大使館の公
邸料理人となり、ラナ家の調理師にも指導をしていたのであり、プロの調理師としてカーストの枠
を超えた地位を得ていたといえるだろう。
　Raさんは父親の教育方針により学業に熱心に取り組み、カドギで初めての快挙となる SLC合格、
大学進学と、国際 NGOへの就職を果たす。職場に入るとき、高カーストから嫌がらせを受けたが、
それに関係なく自分を採用してくれた INGOで、努力し、認められ、「一番上まで登り詰めた」こと
を、Raさんは誇りに思っている。
５－３　「ソーシャルパート」と「ビジネスパート」の切り替え
　カトマンズ盆地やその周辺で回収される解体後の水牛の骨約1000頭分／日を、Sさんが設立した
会社が、骨粉に加工している。
　Sさん25）は90歳代の男性であり、若いころは水牛の屠殺で生計を立てていた。1950年ごろに、骨
の転用を思いつき、この工場を設立したのである。その後、1983年には、職業訓練学校を設立した。
この学校は、カースト・システムのなかで差別をうけていたコミュニティや人々の、チャリティセ
ンターとして始まった。クンベショール地区はカドギに加えて、ポデというネワールのカースト・
システムの中で最下層に置かれた人々の集住地でもある。当時、一人のアメリカ人が、「ネパールで
一番貧しいカーストの人々、これまで誰も支援していなかったカーストの人々の支援をしたい」と
政府に相談したところ、地元のリーダーであった Sさんが紹介され、活動開始に至ったのである。
その後、カーペットがネパールの主要産業になったので、カーペットの縫製技術訓練もはじめた。
23）高校卒業認定テストである。
24）蒸留酒である。ネワール社会では、米を原料とするものが主流であるが、トウモロコシ、小麦等から作る場
合もある。
25）2010年8月聞き取り。
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カーペットの訓練を始めてから、他の貧しい人々も興味を持ちはじめた。これをうけて、1987年よ
り、対象をポデの人々だけに限定せず、経済的に貧しい人に門戸を開くようになった。
　現在、Sさんの子どもたちが、テクニカルスクールと、骨粉工場の経営を引き継いでいる。工場
とテクニカルスクールの代表を務める長男の Kさんは、毎朝6時30分から8時30分は、自分の「ビジ
ネスパート」として、工場の経営に関する仕事に取り組む。その後の時間は、自分の「ソーシャル
パート」として、テクニカルスクールの運営に取り組んでいる。
５－４　起業家による神像への寄進
　ラリトプルのラガンケル地区にすむ Suさんは、1981年に会社を設立し、近隣地域に住む農民か
ら水牛と牛のミルクを集めて、パック入り脱脂粉乳やヨーグルト、バター等の乳製品に加工する工
場を始めた。1989年には、事業を拡張し、ジュースのパッキングもはじめた。
　工場に集められたミルクは、殺菌消毒後、パッキングし、冷蔵して一日保管ののち、翌朝の2時に
トラックで出荷する。一日に、5万リットルの牛乳を、カトマンズ盆地の小売業者やコールドストア
に卸している。家々を訪問しての量り売りが中心だったミルクの市場において、パックミルクは画
期的だった。
　1991年、国営紙である Rising Nepal紙は、Suさんが、ラガンケルにあるラトマチェンドラナート
（Rato Machhindra Nath）神に向けて、150万ルピー相当の細工が施された金箔のプレートを、グティ
サンスタンを介して寄贈したことを報じた。Suさんの神像への高額の寄進は、人々にカドギの財力
の向上を見せ付けることとなったことが推察される。
　聞き取り調査の際、Suさんは、何気なく、「日本人は牛肉を食べるんだろ？」と筆者に逆に質問
した。正直に、はい、と答えると、おお、、、、と嘆いて手を組んで信じられないというような表情を
して、牛はラクシュミなのに、とつぶやいた。工場の入り口にはラクシュミの神像が飾ってあった。
　Suさんへの聞き取り調査を終えたあと、従業員と工場内を回った。殺菌用の機械等、多くはドイ
ツの技術であるとのことだった。工場の施設の充実ぶりに、思わず、「こんなすごい機械を一体どう
やって、ネパールにもちこんでいるのですか」と従業員に尋ねた。すると、従業員は笑いながら、
「ボスが、インターネットをみて、自分はこういう事業をしている、一緒にしないかと持ちかけ、話
をつけてくるんだ」と答えた。Suさんは、ドイツの企業とメールで話をつけてくるような革新的な
面もあれば、牛を神として崇拝し、高額のプレートを神像に寄進するなど、信心深い面も持ち合わ
せているようである。
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６． 結論
　本稿では、カトマンズにおける肉売り業を対象として、カースト・システムの中で実施されてき
た伝統的生業が市場との関係で変容する過程を明らかにしてきた。具体的に、ラナの専制が終焉す
る1951年、ムルキアインが改定される1963年、民主化運動経て市場経済への移行が加速化する1990
年等のカースト・システムの転機の前後における生業の変化に焦点をあてて分析を行った。また、
その際には、生業がカーストを超えでる場面や、生業とカーストとのズレに注目した。
　市場経済の浸透に伴い、これまでカースト・システムにもとづくカースト役割として実施されて
きた家畜の屠殺・解体・肉の分配が、カーストを超えて形成されている市場経済システムにおける
商取引として実施されるようになった。ラナ専制時代まで、中央の統制のもと家畜の供犠とその後
の肉の売買が身分制度の中でカーストに基づく分業として割り当てられてきた。しかしながら、ラ
ナ専制終焉や、1963年のムルキアインの改定、1990年代以降の民主化運動など、中央からの統制が
緩んだところに市場経済の波が浸透したのである。こうして、インドからの家畜の輸入が開始され、
家畜の大量搬入システムが確立され、そこに、ムスリム、高カーストも含む多様な人々が参入しつ
つある。市場経済が、従来のカースト・システムを超えたカースト間の商取引をもたらすようになっ
たのである。
　その中で、ネワール社会においてはそれほど食べる習慣のなかったヤギの肉が、ラナの命令によ
り、ネワールのシェレスタによって売られていたこと、もともとミルク売りをしていなかったカド
ギがムルキアインではミルク売りと登録されたことが端的に示すように、カースト・システムは、
中央が意図的に創り出してきた側面も内側にあわせもっている。肉売り業は、市場経済が一元的に
もたらしたものではなく、カースト・システムとの相互作用の中で、営まれてきたのである。こう
して今日、カドギたちの生活世界においては、カースト・システムと市場経済が、ねじれ錯綜した
形で、まさに「まだら模様のように」現象するに至っている。
　その中で、個々のカドギの生計の組み立てを検討していくと、多くのカドギが父系親族でつながっ
ているトゥワを単位として屠場を共同経営し、そこで解体した水牛の肉をそれぞれ店頭で売ってい
る。水牛肉の肉売りを続けているカドギたちは、職業集団としてカースト・システムとしての肉売
りを踏襲する形で生業を営んでいる。
　他方で、民主化とともにカースト・システムへの縛りが緩み始め、石鹸工場を設立したり、INGO
で仕事をしたり、ミルク工場を設立するなど、カースト・システムの中で営んできた肉売りから離
脱するような試みが見受けられるようになった。これらは、カーストのしがらみがない世界で生き
ていこうとする試みのように見なすこともできる。しかしながら、聞き取り調査の中で、個別化は
完全にはなされず、市場の論理がカースト・システムの中で一度吟味・再解釈される様相が見受け
られた。石鹸工場で稼いだ貨幣を、子どもたちの教育に投資をした Rさんは息子の快挙を、公邸料
理人の息子として教育投資を受けた Raさんは自身の出世を、ともに「カドギで初めて」の快挙と
説明している。また、市場経済で獲得した貨幣を、カースト・システムの中に埋め戻している人々
の実践も見受けられた。カドギの屠場から集めた水牛の骨を骨粉に加工する工場を経営している K
さんは、加工工場の仕事を自分の「ビジネスパート」とし、自分の「ソーシャルパート」として、
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コミュニティのトレーニングセンターでのチャリティ活動を実施している。Suさんは、海外投資家
からの援助を受けてパックミルクを生産する工場を設立したが、そこで稼いだ貨幣を神像に寄贈し
ている。
　これらの事例は、野元が指摘した「短期的な貨幣」を「長期的な貨幣」に転換する実践と重なる
部分が多い。カドギたちは、生業を介して、カーストという枠の外延は残したままで、内実を読み
替え、自分たちに引き付ける形で再解釈を加えているのではないだろうか。小田の言葉を借りて説
明すれば、「非真正な社会」の変化を、生業を介して「真正な社会」の中に取り込んでいるのであ
る。民主化や近代化に伴い、中央からの統制の力が弱まり市場取引の影響が強まりつつある中、カ
ドギたちは、生業を介して、カーストを自分たちにとって有用な資源として位置づけなおしている
といえるだろう。
　なお、本稿で検討してきた動きは、市場経済への移行と近代化の過渡期の動きとして位置付ける
ことができ、今後は、多少は揺れ戻しが生じたり、動きが緩慢になったりする場面もあるだろうが、
石井が指摘したように個別化に向けて変化が進んでいくことが予測できる。この過渡期において市
場経済システムのもたらす生活世界の一元化を免れるべく、生業はカースト・システムと市場経済
システムとの間を接合する実践として、歴史的・空間的広がりを持った多様な選択肢を生活世界の
中に蓄積させ、紡ぎ直していくという新たな役割を担い始めているのである。
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Abstract
Live a Dual Life
―Re-shuffling the Caste and Market by the “Meat Seller Caste” in Kathmandu―
NAKAGAWA, Kanako
Kwansei Gakuin University
 This article examines the shifts in the livelihood activities brought about by the market economy, by 
focusing on the members of “Khad・gī” caste who have been engaged in slaughtering, processing, and selling of 
livestock as a caste-based role in the Newar society in Kathmandu Valley.
 Influenced by democratization and the market economy, the meat selling activities which were practiced 
by Khad・gī as a “caste-based role”, have got to be practiced as a “market trade”. In that situation, other than 
Khad・gī, people from many castes and ethnic groups have joined the meat market. Freed from the restrictions 
of caste based roles, some Khad・gī have engaged in the non-meat selling activities.
 These processes can be seen as a process of individualization followed by the collapse of the caste system. 
However, instead of individualization, the Khad・gī have conveyed their livelihood activities by using both 
norms of the caste system and of the market economy. For example, a businessman from the Khad・gī caste has 
donated a huge amount of money earned from the milk market into a statue of god. Thus, this article points 
out that livelihood activities play a role in connecting the market economy and the caste-system to ensure the 
variety of options to enrich the life-world.
Keywords: Caste-System, Meat Market, Livelihood Activity, Nepal
